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迦
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成

田

貞

寛

一

、

鎌
倉
期
初
頭
、
南
都
諸
師
の
間
に
於
て
は
、
末
法
時
機
に
封
す
る
反
省
自
覺
が
深
め
ら
れ
、
未
だ
曾
つ
て
見
ざ
る
傅
統
教
學
の
域
を

脱
し
て
、
獨
自
な
る
教
學
の
自
己
形
成
が
な
さ
れ
て
行
く
が
、
他
面
、
新
興
念
佛
宗

へ
の
抵
抗
運
動
と
共
に
、
釋
迦
如
來
像
の
造
顯
が

著
し
く
進
ぬ
温
れ
、
そ
れ
を
本
尊
と
せ
る
信
仰
的
實
踐
運
動
が
、
に
わ
か
に
顯
著
に
な

つ
て
來
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
即
ち
彌
陀

念
佛
に
對
す
る
釋
迦
念
佛
の
興
隆
で
あ
る
が
、
従
來
、
か
か
る
釋
迦
念
佛
興
起
の
由
來
に
就
て
は
、
戒
律
に
そ
の
第

一
義
を
お
く
者

の

釋
迦
追
慕
の
情
、
切
々
た
る
所
に
出
つ
る
と
共
に
、
新
興
念
佛
宗
の
唱
道
せ
る
彌
陀
念
佛
に
樹
す
る
、
反
揆
影
響

に
よ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
物
鰭
し
か
し
、
勿
論
そ
れ
に
は
相
違
な

い
が
、
釋
迦
に
對
す
る
信
仰
に
基
礎
を
お
く
以
上
、
そ
こ
に
は
こ
れ
を
強
力
に
推
進
せ
し

め
る
に
足
る
理
由
が
あ
つ
た
に
違

い
な

い
し
、
何
等
か
の
教
證
が
要
請
ざ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
、
釋
迦
念
佛
が
鼓
吹
さ
れ
た

と
し
て
も
、
・釋
迦
が
如
何
な
る
佛
で
あ
る
か
を
規
定
す
る
何
等
の
教
證
も
な
く
、
専
修
念
佛
の
徒
に
對
抗
し
う
る
思
想
的
根
據
な
く
し

て
は
、
こ
れ
を
強
力
に
實
行
に
移
す
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ぼ
、
諸
師

の
釋
迦
念
佛
を
推
進

せ
し
め
る
た
め
に
は
、
先
づ
釋
迦
如
來
が
如
何
な
る
佛
で
あ
る
か
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
勿
論
、
諸
師

鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
釋
迦
如
來
觀
と
利
生
事
業

一
七
五
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の
三
世
諸
佛
に
封
す
る
態
度
は
、
彌
陀

一
佛
を
標
榜
す
る
念
佛
宗
に
於
け
る
が
如
き
、
擇

一
的
態
度
ば
取
ら
ず
、
云

わ
ば
釋
迦
如
來
を

中

心
と
す
る
同
體
即

一
的
態
度
を
以
て
、
諸
尊
を
信
仰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
釋
迦
佛
の
諸
佛
間

に
於
け
る
地
位
、

佛
格
を
定
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
る
こ
と
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
、こ
に
は
南
都
諸
師
の
さ
し
せ
ま

つ
た
現
實
の
問
題
が
提

起
ざ
れ
て
お
り
、
何
れ
の
方
向
に
そ
の
思
想
的
源
流
を
求
め
て
行

つ
た
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
亦
他
面
、
南
都
諸
師
が

佛
徒
と
し
て
の
主
體
性

の
確
立
に
於
て
、
如
何
な
る
思
想
を
自
己
の
教
學

の
申
に
受
容
し
、
こ
れ
を
如
何
に
發
現

し
て
行

つ
た
か
に
就

て
も
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
期
に
於
け
る
諸
師
の
尅
會
福
祉
的
實
踐

が
、
如
,何
な
る

所

に
そ
の
思
想
的
根
掾
を
求
め
、
混
沌
た
る
中
世
肚
會
の
人
間
關
係

の
革
新
に
働

い
た
、
役
割
を
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
う

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
期

に
於
け
る
南
都
諸
師

の
行

き
方
は
、
我
が
國
中
世
佛
教
、の
特
色
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
従
來

の

考
え
方

に
對
し
て
も
、
更

に

一
つ
の
筋
道
を
つ
け
る
こ
ど
・が
出
來
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
南
都
を
代
表
す

る
貞
慶
ゐ
釋
迦
如
來

に
封
す
る
見
解
か
ら
見
る
こ
と
に
し
よ
.う
。

旧
「

　
ヨ
　

貞
慶

の
釋
迦
信
仰
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
種

々
の
方
向
が
認
め
ら
れ
、

い
ろ
ー

の
形
態
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
釋
迦
如
來
を
如
何
に
規
定
し
觀
る
か
に
つ
い
て
は
、

一
應
、
建
仁
二
年

(
=

一〇
二
年
)
唐
招
提
寺

に
於
け
る
、
釋
迦
念
佛
會
の
願

文

に
よ
つ
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

「
夫
裟
婆
十
惡
之
境
。
諸
佛
棄
而
無
・出
。
賢
劫
五
濁
之
末
。
群
生
沈
而
難
・
浮
。
唯
我
本
師
釋
迦
牟
尼
如
來
。
常

廻
二此
難
忍
之
土
の

獨
救
二其
難
化
之
生
↓

蓋
大
悲
憐
二極
惡
一之
至
。
本
願
攝
二穢
土
一之
誓
也
。
恩
徳
廣
大
。
殆
不
レ可
レ
述
。
…
…



夫
釋
迦
如
來
者
。
此
界
之
慈
父
。
我
等
之
悲
母
也
。

一
代
之
教
主
也
。
・四
衆
之
本
師
也
。

一
體
粂
止
四
徳
ゆ

都
無
一一其
類
殉不
二是

一
期
之
因
縁
殉

遠
答
二多
生
之
引
攝
殉

只
不
二以
前
之
恩
徳
幻

必
有
二當
生
之
値
遇
幻

十
方
有
二佛
土
↓

世
尊

之
所
レ示
。
餘
佛

可
二
歸
依
一本
師
之
所
ヒ
勧
也
。
…
…

所
居
之
間
、
不
レ捨
一一淨
土
穢
土
↓能
化
之
資
、
不
レ嫌
二實
身
權
身
↓

只
隨
二我
分
袙

只
任
二
佛
心
鱒
......」

と
説

い
て
い
る
如
く
、
釋
迦
,如
來
こ
そ

一
體
四
徳
を
象
ぬ
る
も
の
で
あ
俊
、
裟
婆
+
惡
の
能
化
主
、
賢
劫
五
濁
の
導
師
で
あ
り
、
そ
の

大
悲
は
極
悪
を
憐
む
の
至
れ
る
も
の
で
、
そ
の
本
願
は
穢
土
を
攝
す
る
の
も
の
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
故

に
機
縁
我
等
に
極

あ
て
深
く
、
只

一
期
の
因
縁
の
み
な
ら
ず
、
多
生
の
引
攝

に
答
う
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
。
こ
こ
に
貞
慶

の
深
き
反
省
自
覺
に
基
づ
く

時
機
觀
が
強
く
打
出
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
釋
迦
如
來
觀
の
特
色
を
窺

い
知
る
こ
と
が
出
來

る
。
即
ち
救
主
と
し

て
、
教
主
と
し
て
、

本
師
と
し
て
の
釋
迦
佛
を

一
體
不
離
な
る
も
の
と
し
て
觀
じ
斗
三
世
に
亘
る
因
縁
淺
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
眺
め

て
い
る
點
、
特

に
救

主

と
し
て
の
釋
迦
如
來
觀
が
強
く
打
出
さ
れ
て
い
る
所
に
、
そ
の
特
色
を
見
出
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
能
化

の
資
、
實
身
權
身

を
き
ら
わ
ず
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
救
濟
身
と
し
て
の
巾
め
廣
さ
を
物
藷
る
も
、の
に
し
て
、

こ
の
佛
身
觀
が
法
華
經
の
所
説
に
基

　
　

り

つ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
面
、
讃
佛
乘
抄
所
収
、
.建
久
九
年
十

一
月
七
日
の
笠

置
寺
十
三
重

塔
の
供
養
願
文
、

彌
勒
如
來
感
應
抄
第

一
所
収
、
彌
勒
講
式
、
峯
定
寺
藏
釋
迦
如
來
像

の
納
入
文
書

中
、
貞
慶
の
結
縁
文
等
に
よ
つ
て
も
窺
い
知
る
如
く
、

別
系
統
の
傳
承
も
含
ま
れ
て
い
る
,如
く
で
あ
る
。
か
か
る
釋
迦
如
來
觀
の
中
核
を
な
す
も
の
ほ
お
そ
ら
く
悲
華
經

に
基
づ
く
も
の
で
、

鎌
倉
期
に
於
け
る
釋
迦
信
仰

の

一形

態
を
示
す
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
蓋
し
、
"悲
華
經
の
説
く
所
は
、
慈

悲
の
自
蓮
華
で
あ
る

釋
尊
が
五
濁
の
世
に
出
世
せ
ら
れ
し
因
縁
を
説
く
も
の
で
、
釋
迦
如
來
の
本
生
で
あ
る
、寶
海
梵
子
は
、
諸
佛
菩
薩

の
前
生
者
達
が
淨
土

成
佛
を
願

い
し
に
封
し
、
穢
土
成
佛
を
願

い
、
菩
薩
と
し
て
は
四
法
精
進
の
も
の
で
、
諸
佛
菩
薩

の
畭
華
た
る
に
封
し
、
慈
悲
め
白

蓮

鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
釋
迦
如
來
觀
と
利
生
事
業

一
七
七
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華

で
あ
る
。

(阿
彌
陀
如
來
も
こ
こ
で
は
釋
迦
如
來
の
偉
大
な
る
慈
悲
を
輝
か
す

一
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
)
と
言
う
の

で
あ
る
。
亦
三
世

の
諸
佛
が
菩
提
心
を
發
し
た
の
も
、
釋
迦
如
來

の
勧
化

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
神
力
偉
大
な
る
こ
と
諸
佛

の
遠
く
及

　
ら
　

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
と
説

い
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
か
か
る
經
説
が
何
時
頃
か
ら
改
變
さ
れ
つ
つ
、
受
容
さ
れ
て

行

つ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
彌
陀

一
佛
を
救
主
と
仰
ぎ
、

こ
れ
に
歸
趣
を
求
め
る
念
佛
門
に
對
抗
せ
ん
と
す
る
者

に
取

っ
て
は
、
何

よ
り
の
教
證
と
し
て
受
容
せ
ら
れ
て
行

つ
た
に
違

い
な

い
。
特
に
凡
夫

の
彌
陀

の
報
土
に
生
る
る
ご
と
を
説
く
念
佛
門
に
封
し
、
そ
の

彌
陀

の
報
土
を
示
す
も
の
は
釋
迦
如
來
な
り
と
の
信
念
に
立

つ
て
、
釋
迦

の
土
を
淨
土
と
穢
土
と
に
通
ず
と
廣
く
規
定
し
、
淨
土
え
の

な
　

道
を
五
姓
各
別
㌃
識
の
變
現
を
以
て
す
る
法
相

の
立
場
か
ら
、
唯
識
三
昧
即
ち
念
佛
三
昧
と
の
説
を
高
く
か
か
げ
、
自
己
の
優
越
性
を

主
張
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
軌
さ
て
、
か
か
る
釋
迦
如
來
觀
は
、
貞
慶

の
み
な
ら
ず
覺
盛
、
明
恵
等
に
於
て
も
同
様
で
あ

　
　
　

る
と
思
わ
れ
る
。
.即
ち
元
久
元
年
二
月
十
五
日
の
涅
槃
會
に
あ
た
り
、
明
恵
の
舎
利
講
式
を
談
ぜ
ら
れ
し

一
節

に
、

「
我
等
本
師
慈
父
釋
尊
者
。
於
三
二
世
諸
佛
擯
棄
衆
生

一垂
距攝
取
ゆ

以
二
五
濁
惡
世
障
輩
一爲
二所
化
殉

其

一
化
爲
二我
等
一殊
爲
二

有
縁
幻
…
…
上
人
常
語
云
、世
界
輪
轉
之
間
、
男
女
何
類
非
二
生
々
父
母
↓
然
而
現
在
父
母
爲
二恩
重
司
諸
佛
慈
悲
平

等
無
二差
別
↓

.本
師
釋
尊
殊
爲
二
我
等

一有
二
恩
誠
殉滅
後
窮
子
誰
不
レ
致
二戀
慕
↓
…
…

と
説

い
て
い
る
。
明
恵
の
、釋
迦
追
慕
の
行
實

は
、
具
體
的
に
は
彼

の
祉
會
的
背
景
が
強
く
制
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
精

神
的
支
柱
と
な
つ
て
い
る
も
傷
は
、
か
が
る
釋
迦
如
來
觀
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
こ
こ
に
附
言
す

べ
き
は
、
平
安
朝
以
來
盛
に

　
　
　

な

り
、
鎌
倉
時
代
に
至
つ
て
そ
の
極
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
藏
王
權
現
を
通
じ
て
の
釋
迦
如
來
に
封
す
る
信
仰

で
あ
る
。
金
剛
藏

王
行
法
次
第
に
は
、

「
昔
在
二靈
山
一名
二
牟
尼
殉

今
於
二海
申
金
峰
山
殉

爲
レ度
二衆
生
殉

現
二藏
王
一今
世
後
世
能
引
導
。
」

と
説
か

れ
る
も
の
で
、
藏
王
は
釋
迦
の
教
令
輪
身
と
し
て
、
性
質
鬪
情
に
し
て
教
化
し
難

い
衆
生
の
た
め
に
、
憤
怒
の
形
相
を
示
し
て
教
令
を



下
し
、
過
去
現
在
未
來
の
三
世
に
亘
つ
て
、
衆
生
を
濟
度
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
そ
の
命

に
背
け
ば
、
こ
れ
を
罰
す
る
と
云
う
方

便
身
で
あ
り
、
修
驗
道
特
有
の
信
仰
に
し
て
、
わ
が
國
特
異
の
信
仰
で
あ
る
。
か
か
る
信
仰
は
貞
慶

の
春
日
大
明
神
發
願
文
、
觀
音
講

式
等
に
於
て
も
窺

い
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
前
述
の
彼
等
の
釋
迦
如
來
觀
と
合
せ
考
う
る
時
馬
何
等
か
の
釋
迦
如
來
觀
の
特
相
を
示

す
も
の
と
し
て
、
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
か
か
る
釋
迦
如
來
觀
に
立
て
る
南
都

の
諸
師
が
、
彌
陀
・一
佛
に
歸
入
し
、
諸
佛
總
意
の
阿
彌
陀
佛
を
立
て
る
専
修
念
佛
宗
團

へ
の
彈
壓
に
あ
た
り
、
そ
の

一
理
由
と
し
て
釋
迦
如
來
觀
に
及

べ
る
こ
と
は
必
然
の
こ
と
で
、
元
久
二
年
十
月
提
出

さ
れ
た
興
幅
寺
奏

状

に
は
次

の
如
く
説

い
て
い
る
。

「夫
三
世
諸
彿
。
慈
悲
雖
レ均
。

一
代
教
主
。
恩
徳
獨
重
。
有
レ
心
之
者
。
誰
不
レ知
レ之
。
'爰
専
修
之
身
。
不
レ禮

レ餘
佛
司

口
不
・

稱
二餘
號
殉

其
餘
佛
餘
號
者
。

即
釋
迦
等
諸
佛
也
。

専
修
雑
修
。

汝
誰
弟
子
。

誰
教
二彼
彌
陀
名
號
殉

誰
示
二其
安
養
淨
土
↓

可

レ憐
末
生
。
妄
二本
師
名
殉
…
…

善
導
禮
讃
文
云
。
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
等
⑩

一
切
三
寶
。
我
今
稽
首
禮
。
南̀
無
十
方
三
世
b
盡
虚
空
遍
法
界
。
微
塵
刹
土
中
。

一
切

三
寶
。
我
今
稽
首
禮
云
云
。
和
尚
意
趣
。
以
レ之
可
レ
知
。
衆
僭
猶
歸
命
。
況
於
二諸
佛
一哉
。
諸
佛
尚
不
・簡
。
況
於
二本
師
一哉
。」

専
修
念
佛
の
徒
の
餘
佛
を
禮
せ
ず
、
餘
號
を
稱
え
ざ
る
非
を
指
摘
す
る
と
共

に
、
釋
迦
如
來

の
如
何

に
重
要
な
尊

い
地
位
に
あ
る
か
を

反
問
L
)て
、
本
師

の
名
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
の
あ
や
ま
れ
る
所
以
を
述

べ
、
往
生
禮
讃

に
於
け
る
、
釋
迦
牟
尼
佛
等
、

一
切
三
寶

に
稽
首
し
上
る
文
を
引

い
て
、
釋
迦
牟
尼
佛
に
歸
命
す
る
こ
と
こ
そ
、
善
導
の
意
趣
で
あ
る
と
反
駁
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
爾
者
の
見

解

の
相
異
と
意
志
の
疏
通
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
と
共

に
、
専
修
念
佛
彈
壓

の
思
想
的
背
景
の

一
端
を
も
知

る
こ
と
が
出
來

る
。
と

も
あ
れ
、
釋
迦
如
來

こ
そ

一
體
四
徳
を
兼

ぬ
る
も
の
と
し
て
、

こ
れ
を
崇
め
、
生
々
世
々
菩
提
心
を
發
し
、
大
聖

に
値
遇
し
報
恩
利
生
、

鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
釋
迦
如
來
觀
と
利
生
事
業

一
七
九



一
八
〇

自
他
同
じ
く
無
上
菩
提
を
證
せ
ん
・と
言
う
め
が
、
彼
竺
V
の
生
涯

を
通
じ
て
の
態
度
で
あ
り
た
の
で
あ
る
。

三

さ
て
貞
慶
、
萌
恵
、
覺
盛
等
め
釋
迦
如
來
觀
を
繼
承
し
な
が
ち
、
時
代
め
杜
會
的
危
機
滬
際
し
、
佛
者
と
し
て
の
主
體
性
を
確
立
し

て
、
積
極
的
な
實
踐
に
ま
で
高
め
て
行

つ
た
者
に
叡
奪
、
忍
性

の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
等
が
時
代

の
要
請
に
こ
た
え
、

戒
律
を
復
興
し
、
非
入
癩
入
、
貧
窮
孤
獨
者
め
,就
會
救
濟
事
業
を
推
進
せ
し
め
た
こ
と
は
、
既
に
多
く

の
先
學

に
よ
う
て
指
摘
さ
れ
た

所
で
あ
る
が
、

い
か
な
る
思
憩
的
基
盤
め
上
に
於

て
な
さ
勉
て
行
、っ
淹
か
に
就
て
ほ
、
ま
だ
充
分
な
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
が
だ
い
。
勿
論
、
そ

の
、教
學
的
立
場
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
嚴
密
な
る
考
察
が
進
め
ら
れ
て
い
な
い
今
日
で
あ
る
か
ら
、
尚
お
多
く

の
儲澗
題
も
あ
る
が
、
道

宣
、
鑑
翼
と
櫨
四承
す
る
四
分
律
宗
に
基
礎
を
お
き
、
更
に
眞
言
密
教
を
も
象
ぬ
る
云
わ
ば
、
律
法
と
密
教
と
を

一
心
に
於
て
、
月
日
め
如
く
眺

め
、
太
子
、
行
基
等

の
先
蹤
を
追

い
、
弘
法
を
高
租
と
仰
ぐ
者
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、

特

に
そ
の
積
極
的
利
生
事
業
え
の
實
踐
運
動
の
契
機
と
な
り
、
精
紳
的
支
柱
と
な
つ
た
も
の
は
、
果
し
て
識
者
に
よ
つ
て
既

に
論
ぜ
ら

　
　
　

れ
そ

い
る
如
く
、
文
殊
信
仰

の
み
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
.感
身
學
正
記
、
興
正
菩
薩
年
譜
、
行
歌
記
等

に
は
、
彼

の
文
殊
信
仰
と
利

生
事
業
に
つ
い
て
、
列
擧
す
る
所
多
く
、
特

に
感
身
學
正
記
武
十
八
歳

の
條
卞
に
は
、
彼
自
ら
利
生
事
業
の
文
殊
湟
槃
經
の
所
説
に
基

づ
く
こ
と
を
語
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
は
間
違
い
は
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時

に
更

に
悲
華
經
所
説

の
穢
土
成
佛

σ
説

に
、
そ
の
思
想

的
根
據
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
叡
尊

の
行
實

の
中
で
最
も
顯
著
な
る
こ
と
は
、
嘉
禎
二
年

九
月
、
東
大
寺
羂
索

院

に
於
て
、
瑜
伽
、
梵
網
等
の
諸
經
論
に
規
定
せ
る
自
誓
羯
磨
に
よ
り
、
覺
盛
等
の
三
人
と
共
に
自
誓
進
具
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ

よ
り
九
年
後
、
・即
ち
寛
元
三
年
九
月

に
は
、
別
受
戒
僣
三
十
人
と
共
に
、
家
原
寺
に
於
て
如
法
別
受
め
芯
奮
戒

を
始
行
し
て
い
る
。



そ

の
時
の
願
文
の
末
尾
に
は
、
F

「抑
々
斷
惡
修
善
利
生
者
、

』
切
菩
薩
之
通
願
、
三
徳
之
本
基
也
。
'三
身
之
正
因
也
。
三
世
等
修
敢
無
差
異
。
雖
レ然
機
根
區
分
。

意
樂
互
不
同
故
劉
、願
各
異
。
'如
二弟
子
囎者
機
縁
所
レ
令
レ然
。
魂
調
釋
尊
之
遣
弟
幻

生
螽邊
地
惡
世
殉

見
系無
依
無

怙
之
衆
生
↓

將
下

等

二本
師
往
昔
之
跡
一随
二順
五
首
大
.願
ハ

ー常

於
二無
聞
非
法
之
衆
盤
一修
コ菩
薩
行
り

終
於
二
五
濁
悪
世
一・威
キ正
等
覺
一"引
宙
導
諸
佛

う世
界
却

所
二擯
棄
昌
之
衆
生
令
レ
趣
二三
乘
之
菩
提
气

ム
3
植
二入
『天
之
善
種
巧

随
亀
衆
生
輪
廻
一随
二衆
生
昇
沈
殉

随

レ機
説
二正
法
一

鮪

レ時
設
ヰ方
。使
へ

以
令
レ離
三
脚
惡
一令
彰修
一三
盤
晃

爲
亭
要
利
生
之
事
二
云
云
。

ど
説
い
て
い
る
が
、

こ
こ
に
叡
尊

が
時
機
に
甥
す
る
反
省
を
深
あ
な
が
ら
ら
、
釋
尊

の
遺
弟
で
あ
る
と
め
自
覺

に
立
ち
て
、
菩
薩
の
通

願

に
随
順
し
て
、
斷
悪
修
善
利
生
を
實
錢
し
つ
つ
、
他
面
釋
遞

の
鋼
願
篠
随
順
し
て
、
無
聞
非
法
め
衆
生
を
し
て
菩

薩
行
を
修
せ
し
め
、

諸
佛

の
世
界

に
引
導
せ
ん
と
の
堅

い
決
慧

を
表
明
し
て
い
ち
。
郎
ち
こ
ご
に
叡
尊

の
持
律
著

と
し
て
の
面
臼
を
知
る
と
共
に
、
釋
迦
如

來

の
誓

願
そ
め
も
め
を
自
己
の
願

い
と
し
、

一
切
衆
生
攝
化
え
の
實
活
動
に
進
ま
ん
と
の
決
意
の
程
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
亦
そ
の

翌

々
年
の
寶
治
元
年
め
西
大
寺
に
於
け
る
夏
安
居
の
發
願
文
に
於
て
も
、
本
師
往
昔
め
誓
願
を
學
び
、
穢
悪
の
所

に
於
て
ミ
寳
を
紹
隆

し
、
F無
佛
の
瞬

に
住
し
て
犬
饒
盆
を
を
さ
ん
こ
と
を
誓
願
し
そ
い
る
が
、
し
か
し
随
喜
の
人

は
甚
だ
希

れ
に
、
嘲
哢

の
輩
は
尤
も
多
き

こ
と
を
な
げ
き
、

五
月
萱
五
目
に
は
重
ね
て
發
願
し
そ
、

次
め
.如
く
説

い
そ
い
る
b

「
敬
慕
二本
師
五
百
大
願
之
跡
一意
樂
難
レ盡
。
恭
同
二文
殊
三
世
覺
母
之
誓
↓

抑
々
利
二盆
有
.情
幽依
三
二
寶
↓

佛
法
二
寶
必
一噌依
櫓

寶
殉

繪
寶
興
行
非
ヒ戒
不
レ立
。
願
専
二毘
尼
殉

漸
學
二
一
切
權
實
聖
教
通
別
大
小
諸
宗
奥
旨
殉

兼
達
二
外
道
種

々
異
見
↓

随
レ
宜

利
二
樂

一
切
有
情
↓

唯
願
覺
母
大
聖
文
殊
同
レ
塵
同
レ事
與
二利
生
力
殉

自
然
誦
二
五
字
呪
一成
就
憶
持
不
レ忘
。

自
得
一一無
礙
辨
説
↓

爲
レ衆
宣
二説
正
法
臣

毎
聴
衆
得
二
智
慧
泌毎
解
悟
令
二修
行
殉

己
捨
二自
利
一利
他
爲
レ先
。

昇
沈
受
生
偏
可
レ
仰
二覺
母
之
引
導
幻

鐐
倉
期
南
都
諸
師
の
釋
迦
如
來
觀
と
利
生
事
業

一
八
一



一
八
二

大
慈
大
悲
永
令
レ離
二無
盆
之
生
所
鱒

云
云

以
上
に
よ
つ
て
知
ら
る
る
如
く
、
釋
迦
の
大
悲
心
に
よ
る
衆
生
攝
化
の
穢

土
成
佛
説
は
文
殊
影
現
利
生
の
教
と
共
に
、
深
く
叡
尊
の
僭

寶
建
立
の
精
神
の
支
柱
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
彼
の
利
生
事
業
の
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
受
容
せ
ら
れ
て
行
つ
た
事
は
特
筆
さ
る
べ
き
こ

む
　

と
で
、
こ
れ
に
よ
つ
て
彼

の
利
生
事
業
を
、
よ
り
強
固
な
る
も
の
と
な
し
て
行
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

二
年
を
經
て
建
長
元
年

(
一
二
四
九
)
現
在
西
大
寺
金
堂
に
安
置
す
る
、
釋
迦
如
來
像
を
嵯
峨
清
凉
寺
に
於
て
、
善
慶
以
下
九
人
の
佛

師

に
命
じ
て
模
刻
さ
せ
、
や
が
て
四
王
堂
に
安
置
し
、
後

に
西
室
に
安
置
し
て
本
尊
と
な
し
て
い
噛る
が
、
文
永
四
年

(
一
二
六
七
)
善

慶
、
善
春
等
に
命
じ
て
造
ら
せ
た
、
般
若
寺
丈
六
文
殊
菩
薩
像
の
造
立
と
共
に
、
そ
の
意
圖
せ
る
所
が
何
れ
に
あ
つ
た
か
を
知
る
こ
と

C
　

が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。

又
弘
安
三
年

(
一
二
八
〇
)
八
月
二
十
六
日
、
冒多
く
の
弟
子
達
の
發
願
に
よ
つ
て
造
ら
れ
た
叡
尊

(八
十
歳
)
壽
像
の
納
入
文
書
の

中

に
は
、
悲
華
經
の
第
六
巻
第
七
巻

(諸
菩
薩
本
授
記
品
第
四
の
四
、
五
)
の
部
が
弘
安
三
年
九
月
三
日
、
正
圓
、
生
恵
等
の
弟
子
達

に
よ
つ
て
書
寫
さ
れ
、
他
の
多
く
の
文
書
と
共
に
納
入
結
縁
さ
れ
て
い
る
こ
七
は
、
如
何
に
悲
華
經
が
叡
尊
教
團
の
人
達
に
よ
つ
て
、
.

セ
　

重
要
覗
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
と
共
に
、
叡
尊
の
教
の
申
心
と
な
つ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
叡
尊
の
利
生

事
業
は
そ
の
基
づ
く
所
、
前
述
の
如
く
で
あ
り
、
文
殊
信
仰
に
も
よ
る
の
で
あ
る
が
悲
華
經
所
説
の
釋
迦
の
穢
土
成

佛
説
に
も
こ
れ
を

求
め
、
彼

の
教
學
の
體
系
の
中

に
受
容
し
《
中
世
瓧
會
の
混
沌
た
る
中

に
あ
つ
て
、
人
間
關
係
の
革
新
に
働

い
た
こ
と
は
、
中
世
祗
會

思
想
史
上
の

一
大
偉
觀
と
稱
す
べ
き
で
あ
る
。
亦
そ
の
弟
子
忍
性
に
於
て
毛
、
文
殊
信
仰
に
就
て
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
深
き
因
縁
を
も

ち
、
そ
の
生
涯
を
文
殊
信
仰
に
捧
げ
、
殊
に
大
和
に
於
け
る
非
人
七
宿
に
文
殊
像
を
供
養
す
る
と
共
に
、
そ
の
救
濟
事
業
に
當

つ
て
い

る
如
き
、
文
殊
信
仰
と
し
て
は
、
か
え
つ
て
師
の
叡
尊
に
そ
の
影
響
を
與
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
亦
太
子
、
行
基
の
先
蹤
を
追
う



こ

と

に
於

て
、

徴

す

べ
き

例

證

も

多

く

、

殊

に
持

律

者

と

し

て

の
瓧

會

救

濟

事

業

の
積

極

化

は
、

釋

迦

如

來

の
穢

土

成

佛

説

を
受

容

す

る

こ

と

に
於

て
、

よ

り
強

力

に
推

進

せ

し

め
ら

る

る

に
至

つ
た

と
考

え

ら

れ

る
。

以

上

鎌

倉

期

、

南

都

諸

師

の
釋

迦

如

來

觀

と
、

そ

れ

に
基

づ

く

利

生

事

業

に

つ

い
て
、

考

察

し

て
來

た

の
で

あ

る

が

、

か

か

る

見
解

に
立

つ

て
、

諸

師

に
關

す

る
諸

文

献

を
見

る
時

、

よ

り

よ
く

理

解

さ

れ

る
領

域

を

得

る

こ
と

が

出
來

る

と

共

に
、

我

が

國

、

中

世

佛

教

に
於

け

る
釋

迦

信

仰

の

一
形

態

を

も

見

る

こ
と

が
出

來

る

の

で

は
な

い
で
あ

ろ

う

か

。

(1
)

重
源

の
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集

に
は
、
阿
彌
陀
佛
像
と
共
に
、
釋
迦
如
來
像
が
多

く
造
顯
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
亦
現
在
西
大
寺

系
諸
寺
に
は
、
多
く
釋
迦
如
來
像

を
安
置

し
て

い
る
。

た
と
え
ば
、

宇
治

の
橋
寺

の
如
く
、
坐
像

で
は
あ
る
が
、
清
涼
寺
式
釋
迦
如
來
像

が
安
置

さ
れ
て
い
る
。

(2
)

硲
慈
弘
氏
著

「
日
本
佛
教

の
開
展
と
そ
の
基
調
」
上
巻
、
第
四
章
、

そ
の
他
。

(3
)

、拙
著

「
貞
慶
の
釋
迦
信
仰
め
系
譜
」
佛
教
論

叢
第

六
巻
所
収
。

(4
)

大

日
本
史
料
第
四
篇
之
十

二
、
、二
九
二
頁

に
は

「
度
娑
婆
。
寶
海
大
臣
殊
悲
二
濁
世
↓

大
士
之
弘
誓
徇
思
ご
自
界
之
因
縁
↓
......」

峯
定
寺
羅
迦
如
渠
像
の
約

入
文
書
は
、

全
部
で
十
三
點
を
數
え
る
が
、
負
慶

の
結
縁
文
始

め
、
多
く
の
阿
彌
を
も

つ
號
者

の
願

文
、

そ
の
中
に
は

菩
提
樹

の
葉
に
書
か
れ
た
願
文
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

「
釋
迦

五
百
大
願
、

一
々
成
就
」
と
記
し
た
も

の
も
あ
り
Y
悲

華
經

に
連
な

る
こ
と
を
思

、
は
レ
め
る
。

.

.

.

.

'

(5
)

三
崎
良
周
氏
著

「
薩
佛
習
合
思
想
と
悲
華
經
」
(
印
度
墨
佛
教
學
研
究
通
巻
十
七
號
)

に
は
、

悲
華
經

の
諸
菩
薩
本
授
記
品

に
見
え
る
寳
海
梵

,.,
志

の
諸
願
を
も
と

～
し
て

五
百
條

の
誓
願

が
作
ら
れ
、

そ
れ
に
悲
華
經
な
る
經
名
を
冠
し
た
經
典

が
あ
つ
た
ら
し
く
、

そ
れ
は
遲
く
と
も
平
安
末

期

に
は
存
在
し
て
い
た
ら

し
い
、

と
推
定

さ
れ
て

い
る
。

そ
の
内
容

に
就
て
は
、
小
生
も
未
だ
披
見
に
及
ば

な
い
が
、
高

山
寺
所
藏

の
釋
迦
如

來

五
百
大
願
經

二
巻
な
る
も

の
が
乏
れ
に
相
當
す

る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

近

々
に
調
査

い
た
し
た

い
と
念
願

し
て
い
る
。

(6
)

拙
著

「
法
然
上
人
と
解
脱
上
人
」
佛
教

大
學
研
究
紀
要
、
第

三
十
九
號
參
照
。

三
崎
良
周
氏
著

「
鎌
倉
期

の
南
都
佛
教

に
於

け
る
穢

土
思
想
」

(天
台
學
報
第
三
號
所
競
)
に
は
、
佛

土
に
つ
い
て

の
論
義

の
問
題
を
提
起
し
て
、、
貞
慶

の
凡
夫
の
報
土

に
生
れ
る
經
説

を
、
敢

て
否
定
な
さ
し
め

鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
釋
迦
如
來
觀
と
利
生
事
業

一
八
三



一
八
四

た
の
は
、

悲
華
組

に
基
づ
く
も
の
で

あ
ろ
う
か
と
推
論
き

れ
て

い
る
が
、
今

は
貞
慶

の
法
相
教
墨

の
立
場
か
ち

、
佛
土
を

い
か
に
見
る
か

ざ
問
題

と
な

つ
て
來

る
。

(
7
)

大
日
本
史
料

第
五
篇

之

七
、

(高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
、

上
巻
所
収
)

(8

)

佐
藤
虎
雄
氏
著
、

「
藏
王

樒
現

の
信
仰
」
鎌
倉
沸
教
文
化
研
究
第

一
號
所
収
。

(9

)

宮
崎
圓

遵
氏
著

「
文
殊
信
仰

と
、利
生
.事
業
」
中
世

佛
教
と
庶
民
生
活
所
収
。

(10

)

拙
著

「
叡
尊
の
僣

賓
建
立

の
精
紳

」
佛
教
、論
叢
第
九
巻
所
収
。

(11
)

般
若
寺
文
殊
薩
菩
造

立
願
文

(
般
若
寺
藏
)

に
は
、
文
殊
之
威
神
を
仰
ぎ
、

以
て
濟
度
之
導
師
と
な
す
、
と
説
く
と
同
時

に
大
聖
釋
迦
如

屎
の

本
誓
に
叶

ふ
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
次

の
如

く
説

い
で

い
る
。

「
彼
者
就
二
瑜
伽
之
軌
則

ハ

修
以
二
内
證
甚

深
之
秘
法
⑩

・是
者
慕
二
應
佑
之

先
跡

ハ

資

以
二疥
癩
孤
獨
之
飢
苦
ハ

縡
已
叶
二
犬
聖
之
本
誓

り

,豈
敢
疑
二生
身

之
影
向
殉
:
....」

(12
)
、
奈
良
國

立
文
化
財
研
究
所
篇
、

「
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
」
四
〇

一
頁
參

照
σ

、追
記
、

本
論
文

は
印
度
墨
佛
教
墨
研
究
、
第

十

一
巻

二
號

に
執
筆

せ
し
も

の
を
補
正
し
、
詳
論
す
る
目
的

で
筆
を
執

つ
た
の
で
あ

る
が
、

餘
日
も

な
く

な
つ
た
の
で
、

こ
れ

に
て
責

を
ふ
さ
ぐ
も

の
で
あ
る
。

以
上


